
第１章　本県の建設産業の現状

◆定量的分析から見た現状

○建設投資の減少がもたらした影響を総資本経常利益率や年齢構成などに着目し、建設業の現状について定量的分析
①企業数の過剰及び経営環境の悪化
②従業員の高齢化と企業の小規模化

【公共事業費・許可業者数推移】 【県内建設業者の規模別完成工事高経常利益率】 【圏域別年齢構成】

第２章　建設産業の役割と課題

《建設産業が果たす役割》 《建設産業が直面する課題》 第３章　実施すべき対策

○ ○ ○ ○ （１）競争の激化と経営環境の悪化 対策１ 良好な建設産業構造の構築
①価格競争の激化による品質への影響 ①適正価格による受注の確保
②重層下請構造 ②重層下請構造の見直し
③過剰な企業数 ③地元優先の配慮

（２）災害・維持管理を担える企業の減少 ④不良不適格業者の排除
　・最低限の維持管理が困難となる地域が生じる懸念 対策２ 地域の安全・安心の確保
　・災害等の非常時対応力の強化　 ①効率の良い維持管理手法の検討と地域維持型入札契約制度の研究

（３）建設産業を支える技能・技術の継承 ②事業継続計画の策定推進
　・維持管理事業にかかる技術取得を支援
　・雇用環境の改善対策が必要 対策３ 建設産業を支える技能・技術の継承の確保

（４）新たな連携によるまちづくり 　・若手技能者・技術者を育成する企業を評価する仕組みを検討
　・地域活性化のための新たな連携推進が必要 　・インターンシップ、建設産業のPR強化

対策４ 官民連携によるまちづくりの推進
（５）建設産業のイメージアップ 　・地場企業の連携によるPPPの調査・研究

　・地域住民、高校生等に建設産業の魅力を伝えることが必要

対策５ 建設産業のイメージアップ
（６）行政が取り組むべき課題 　・業界団体が中心となった業界全体のイメージアップ

①産業政策等との連携強化と県民の理解
　　・社会基盤整備の必要性について県民の理解必要 対策６ 社会資本整備にかかる情報開示及び維持管理計画の策定
②社会資本の予防保全的な維持管理 　・社会資本整備について情報開示
　　・中長期的な維持管理計画を策定し予防保全的な対応　 　・維持管理基本計画の策定と維持管理技術を有する建設業者の育成

（７）新分野進出の現状と課題 対策７ 経営の多角化・新分野進出
・新分野の経営状況が厳しく、人材確保、資金調達、販路開拓が課題 ①総合的な支援　～支援機関間の連携の強化～

　 ②継続的な支援　～新分野進出後のフォローの強化～

　 ③異業種・地域と連携した事業の支援
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島根県建設産業のあり方検討会提言
～安全・安心社会構築に向けた建設産業の再生と発展のための方策２０１２～

【概要版】
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松江 安来 雲南 仁多 出雲大田 邑智 浜田 益田 隠岐

50歳以上の割合

30代と40代の割合

29歳以下の割合


